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LINE友だち登録で
市からのお知らせが届く！

友だち登録は
こちらから▲

沖縄県沖縄語普及協議会 監修

　6
月
23
日
の
慰
霊
の
日
は
、沖
縄
戦
で
犠
牲
と
な
っ
た
戦
没

者
の
方
々
を
想
う
と
と
も
に
、人
類
普
遍
の
願
い
で
あ
る
恒
久

の
平
和
を
希
求
す
る
大
切
な
日
で
す
。

　沖
縄
戦
体
験
者
の
な
か
に
は
、「
語
り
部
」と
し
て
、悲
惨
な

体
験
を
語
り
継
ぐ
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。そ
の

思
い
を
つ
な
ぎ
、沖
縄
戦
の
実
相
や
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代

へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務

で
す
。

　本
市
で
は
、戦
後
50
年
の
節
目
の
年
に
那
覇
市
平
和
宣
言

を
行
う
と
と
も
に
、恒
久
平
和
の
モ
ニュ
メ
ン
ト「
な
ぐ
や
け
」

を
建
立
し
、戦
争
の
惨
禍
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、愚
か

な
戦
争
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
市
民
の
強
い

決
意
を
世
界
の
人
々
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

戦
後
79
年
と
な
る
今
年
も
、

な
お
紛
争
の
絶
え
な
い
世
界

で
、本
市
は
、恒
久
平
和
へ
の

変
わ
ら
ぬ
決
意
を
さ
ら
に
強

く
し
、平
和
の
尊
さ
を
受
け

継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

那覇市長　知念  覚
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【意味】命こそ宝。
自分の命も他人の命も大事にしよう。

【
沖
縄
の
肝
心
】

ぬち たから

命どぅ宝

カタポケ
無 料
FreeApp

iPhone /Android

You can read this city newsletter in 10 languages.

那覇市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人
2024（令和6）年4月末現在

総人口 313,795人（6,938人）

世帯数 160,044世帯 （4,918世帯）
男 151,843人（3,553人） 女 161,952人（3,385人）

住民基本台帳人口の内訳（外国人）

恒
久
平
和
を
誓
う

なは

LI
N
Eス

タン
プ販
売中！「龍柱会議」で
検
索

Pray for Pray for 
特
集

平和を願う

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

今
、
戦
争
は
遠
い
国
の
話
の
よ

う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
沖
縄
で
も
79
年
前
に

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
激
し
い
地

上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
ち

は
壊
滅
し
、
多
く
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
過
ち
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と

し
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
欲

し
い
。

当
た
り
前
の
日
常
が
当
た
り
前

で
あ
り
続
け
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
。
　取

材
/
秘
書
広
報
課

☎
8
6
2
・
9
9
4
2
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モニ
ュメン

ト裏の碑文モニ
ュメン

ト裏の碑文

　長
い
間
、那
覇
市
戦
没
者
の
慰
霊
祭
は
護
国
神
社

や
市
民
会
館
で
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、戦
没
者
の
名

簿
を
奉
納
し
悼
む
場
所
が
必
要
と
の
声
を
う
け
、平

成
8
年
に「
恒
久
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ぐ
や
け
」が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
市
内

の
中
学
生
発
案
に
よ
る
も
の
で
、沖
縄
の
古
語
で「
穏

や
か
」「
和
や
か
」を
意
味
す
る「
な
ぐ
や
け
」に
は
、い
つ

ま
で
も
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
祈
り
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

3
0
，7
2
8
人
の
戦
没
者
名
簿
が
奉
納
さ
れ
た

当
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
で
は
、犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
鎮
魂

と
平
和
を
祈
念
し
た
那
覇
市
戦
没
者
追
悼
式（
な
ぐ

や
け
の
碑
慰
霊
祭
）が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、ま
さ
に

那
覇
市
の
平
和
の
発
信
地
と
も
言
え
ま
す
。

　那
覇
市
連
合
遺
族
会
は
、
年
一
度
の
慰
霊
祭
を

主
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
旧
盆
供
養
や
奉
納
名

簿
の
虫
干
し
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
へ

の
出
席
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
今
の
慰
霊
祭
は
、
戦
争
体
験
者
の
減
少
や
高

齢
化
で
参
列
者
が
少
な
く
な
り
、
次
世
代
の
認
識

も
徐
々
に
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
も
、沖
縄
戦
で
多
く
の
命
が
犠
牲
に
な
っ
た

こ
と
を
風
化
さ
せ
ず
後
世
に
残
す
た
め
に
、
様
々

な
策
を
練
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
は
、

も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
慰
霊
祭
に
参
加
し

て
欲
し
い
で
す
。そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
家
族
や
友

だ
ち
に
な
ぐ
や
け
の
碑
の
こ
と
を
話
す
だ
け
で
も

平
和
が
広
が
り
、繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　今
も
世
界
で
は
戦
争
が
続
い
て
お
り
、
多
く
の

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。79
年
前
の
沖
縄
戦
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
で
は
、
昔
話
の
よ
う
な
遠

い
話
に
な
っ
て
い
る
沖
縄
戦
と
世
界
の
現
状
を
つ

な
げ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
に

も
、次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、平
和
の
尊

さ
と
戦
後
の
復
興
の
大
変

さ
を
ア

ピ
ー
ル

し
て
い

き
た
い

で
す
。

　毎年10月に行われる那覇大綱
挽は、那覇の街を壊滅させた
「10・10空襲」からの復興と平和
の象徴として開催されています。
今では、県内外だけでなく様々な
国から多くの人が参加し、那覇の
一大イベントとなっています。

さ
と
戦
後
の
復
興
の
大
変

恒
久
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　な
ぐ
や
け

写
真
で
綴
る

あ
の
日
と
今

激
戦
の
痕
跡

那覇市連合遺族会  会長

瑞慶山　良祐 さん

次
の
世
代
へ

　
　平
和
を
つ
な
ぐ

　1
9
4
4
年
10
月

10
日
、6
時
40
分
の
第

一
波
か
ら
9
時
間
に
わ

た
る
波
状
的
空
襲
が

行
わ
れ
、旧
那
覇
市
街

の
90
％
が
消
失
し
ま

し
た
。不
意
の
空
襲
に

打
つ
手
は
な
く
、
市
民

は
飛
び
交
う
焼
夷
弾

や
銃
弾
の
雨
を
避
け
、

黒
煙
と
火
の
海
の
中

を
命
か
ら
が
ら
逃
げ

の
び
る
の
が
や
っ
と
で

し
た
。

復興と平和の象徴

那覇大綱挽（那覇市歴史博物館 提供）

10・10 空襲と市街戦によって焼失した那覇
（那覇市歴史博物館 提供）

戦後の混迷の中、露店や青空市から始まった商業復興の地。奇跡の1マイルと
呼ばれる国際通りの脇に広がる「平和通り」の名称は、一般公募で決定しました。

ゼロからの復興

①
平
和
通
り
の
入
り
口
付
近（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
提
供
）

②
廃
材
で
つ
く
ら
れ
た
公
設
市
場（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
提
供
）

牧志公設市場 平和通り商店街 平和通り入口

❶❷

若狭海浜公園内にある恒久平和のモニュメント　なぐやけ

那覇ーその戦後は
米軍のバリケードで囲まれた
焼野が原から出発した
はじめに
103人の市民が生きぬいてもどった
なつかしい壺屋のまちに
多くのいのちを失い
ふるさと那覇も消滅し
悲しみは深かったが
打ちふるう復興の鍬には力があふれ
みんなまなこを
しっかり前へ向け
踏み出した
生活と都市再建の一歩を
それから
心のいしじを固く敷きつめ

平和通りをつくり
国際通りを開け
もうニ度と失うことのない
那覇を築いてきた
ここにくるまでに50年
103人は31万人へとかわった
那覇ーそれは戦争をしない都市
那覇ーそれは市民の愛が守るまち
那覇ーそれは市民が主人公の都市
那覇ーそれは世界の都市を友とするまち

私たちは　いま、ここに
市民の誇りと勇気により蘇った
都市・那覇を世界に宣言する

1995年・沖縄戦終結50年宣言
　　　　　　　　　　　那覇市

生きぬき　築き上げた都市

Pray for 
特
集

平和を願う

し
ょ
う
い
だ
ん
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「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先 　　㈱キョウエイアドインターナショナル 福岡支社　☎092-722-5511　担当：今村、遠山

日 6月9日（日）14時～15時40分

場 牧志駅前ほしぞら公民館ホール

対 市在住・在勤・在学の人 定 先着50人

申 6月6日（木）まで電話・窓口・オンラインにて受付

問 牧志駅前ほしぞら公民館☎917-3443

平和関連絵本、戦争写真展

講話　喜屋武 幸清氏1部
朗読　朗読を楽しむ会 ｢マブニのアンマー  おきなわの母」
合唱　那覇少年少女合唱団

2部

展示

繁多川地域の戦跡（ガマ）を巡りながら、沖縄戦の
証言を聴き、平和の大切さを学びます。

市立小中学校の児童生徒が平和への想いを記した
葉（メッセージカード）で製作した平和の大樹を中
心に、平和に関するパネル展を開催します。また、沖
縄戦体験者証言映像の放映も行います。

当時6歳。母と4歳・2歳の弟、0歳の妹と戦火を逃れ摩文仁の壕にたどりつ
く。しかし、「泣く子は入るな」と日本兵に銃を突きつけられる。母は、下の2人
をどこかに連れ出し、3人だけ壕に入るが、弟妹はどこに……
現在は、亡き母に背中を押され、生き残った者の使命として、戦争体験を語り
継ぐ。

戦前戦後の白黒写真に想いを馳せながら、長い歴史や独特の風土が育んで
きた沖縄の歴史や文化について学びます。沖縄戦の戦災を逃れた戦災文化
財を中心に平和について考えます。

慰霊の日だからこそ、子どもたちに楽しんで欲し
い。子どもたちに「静かに!」なんて言わなくてもい
い、そんな自由であたたかい気持ちになれるコン
サートです。

通称「お宮ヌガマ」と言い、識名宮敷
地内にあり、奥行き約7ｍ、幅約10
ｍの琉球石灰岩の自然洞窟。沖縄
戦の時は地域住民や日本軍が使用
した。

  自然壕である「シッポウジヌガマ」
を一部拡張して構築された。ガマの
入口は3か所、島田叡県知事室や荒
井退造警察部長室もあり、沖縄戦
の時は100余名が避難していた。

繁多川地域の戦跡（ガマ）巡り 平和パネル展

平和朗読会 ～命どぅ宝～ 慰霊の日親子コンサート
～うたで繋げる未来の沖縄～

沖縄戦　摩文仁での壮絶な体験を語る
～平和のために今できること～

沖縄戦の戦災文化財から学ぶ
沖縄の歴史と平和への想い

日 6月8日（土）9時～11時30分
※荒天の場合、6月16日（日）に順延

日 6月17日（月）～28日（金）

場 本庁舎1階ロビー

問 平和交流・男女参画課 ☎861-5195

日 6月22日（土）14時～16時

日 6月23日（日）16時30分開演

日 6月22日（土）10時～12時

申 6月3日（月）～定員に達するまで。電話・窓口にて受付（平日9時～17時）

定 先着30人 費 無料
場 石嶺公民館 ホール 対 市在住・在勤・在学の人

費 無料（要整理券）
※久場川児童館にて受付

場 パレット市民劇場（パレットくもじ９階）対 市在住・在勤・在学の人 定 なし

費 無料 申 不要

場 首里公民館　1階ホール

定 先着20人程度

問 繁多川図書館 ☎917-3455
繁多川公民館 ☎917-3448

問 首里公民館☎917-3445 問 久場川児童館☎988-9448問 石嶺公民館☎917-3447

申 6月5日（水）まで電話・窓口にて受付

集合 9時/繁多川公民館・図書館前広場

出演 平和朗読・首里、首里高校ダンス部
アダルツリコーダーアンサンブル 出演 jimama、FUNKIST染谷西郷、YUICoda

ずっちーず、クロムレイリー、ふらむべるチーズ
首里高校ダンス部FLAME、イカ墨ROCK

司会 幸田 悟

服装・持ち物 汚れてもいい服、滑りにくい靴
懐中電灯、帽子、飲み物
虫よけスプレー（推奨）

講師 柴田一郎氏、ほか

講師 崎原恭子氏（沖縄県立博物館・美術館 主任学芸員）

慰霊の日特別企画として、「平和朗読・首里」の皆さ
んが戦争体験者の話を朗読し、平和と命の尊さを
伝えます。また、特別パフォーマンスとして首里高校
ダンス部が平和への想いをダンスで表現します。

毎週金曜日、首里公民館で
活動している皆さん。市内
だけにとどまらず、色々な場
所で平和と命の尊さを伝え
ています。

県学校ダンスフェス
ティバルで最優秀賞
を受賞した、沖縄戦
がテーマのダンスで
す。高校生が発信す
る平和への想いを是
非ご覧ください。

未来を築く
ヒトたちへ

県庁警察部繁多川壕（シッポウジヌガマ）

平和朗読・首里

「刻～12万人の命をのせて～」首里高校ダンス部

シキナグウヌガマ（識名宮洞窟）

※当日空きがあれば入れます

間切図（町方・島尻西） 戦災を受けた文化財 金銅雲龍文簪

沖縄県立博物館・美術館 提供


